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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月4日(2020.11.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
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【表１】
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　なお、添加剤Ｃ（硫酸エチレン）を添加剤Ａ及び添加剤Ｂなどの化合物と併用すること
は、サイクル中の容量維持率をさらに確保することができる。以上の結果を総合して分か
るように、本願において、ガス発生抑制剤である添加剤Ａと成膜剤である添加剤Ｂとを電
解液に併用することで、製造されたリチウムイオン電池の２５℃でのサイクル性能が元の
レベルと一致していることを確保できる上、さらにリチウムイオン電池が７０℃の高温で
保存される際のガス発生課題を明らかに改善することができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解質と、溶媒と、添加剤とを含む電解液であって、
　前記添加剤が、添加剤Ａと添加剤Ｂとを含み、
　前記添加剤Ａが、式ＩＣで示される化合物の少なくとも一つであり、
　前記添加剤Ｂが、式ＩＩで示される化合物の少なくとも一つである
　ことを特徴とする電解液。



(6) JP 2019-194980 A5 2020.12.24

【化１】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ5、Ｒ6が、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換又は無置
換のＣ1～Ｃ10アルキル基、置換又は無置換のＣ1～Ｃ10アルコキシ基、置換又は無置換の
Ｃ6～Ｃ20アリール基、置換又は無置換のＣ3～Ｃ20複素環基からなる群より選ばれる。置
換がある場合、置換基が、ハロゲン、ニトリル基、Ｃ1～Ｃ6アルキル基、Ｃ2～Ｃ6アルケ
ニル基、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ基からなる群より選ばれる少なくとも一つである。
　Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11が、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、置換又は無置換のＣ1～
Ｃ6アルキル基からなる群より選ばれ、ただし、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11中のうち少なくと
も一つがハロゲンである。ｎが、０、１、２、３、４、又は５である。置換がある場合、
置換基が、ハロゲン、ニトリル基、Ｃ1～Ｃ6アルキル基、Ｃ2～Ｃ6アルケニル基、Ｃ1～
Ｃ6アルコキシ基からなる群より選ばれる少なくとも一つである。）
【請求項２】
　前記Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11の少なくとも一つがＦ原子であることを特徴とする請求項１
記載の電解液。
【請求項３】
　前記添加剤Ａは、下記の化合物であることを特徴とする請求項１記載の電解液。
【化２】

【請求項４】
　前記添加剤Ｂは、下記の化合物からなる群より選ばれる一種以上であることを特徴とす
る請求項１記載の電解液。

【化３】

【請求項５】
　前記添加剤Ａの含有量が、電池電解液の総質量に対して、０．０１％～１０％であり、
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好ましくは０．１％～６％であることを特徴とする請求項１記載の電解液。
【請求項６】
　前記添加剤Ｂの含有量が、電池電解液の総質量に対して、０．５％～３０％であること
を特徴とする請求項１記載の電解液。
【請求項７】
　前記添加剤は、さらに添加剤Ｃを含み、
　前記添加剤Ｃは硫酸エチレンであることを特徴とする請求項１記載の電解液。
【請求項８】
　前記電解質はＬｉＰＦ6 、ＬｉＢＦ4、ＬｉＮ（ＳＯ2Ｆ）2、ＬｉＮ（ＣＦ3ＳＯ2）2、
ＬｉＣｌＯ4、ＬｉＡｓＦ6、ＬｉＢ（Ｃ2Ｏ4）2、ＬｉＢＦ2（Ｃ2Ｏ4）、ＬｉＮ（ＳＯ2

ＲF）2、ＬｉＮ（ＳＯ2Ｆ）（ＳＯ2ＲF）
　（式中、ＲFが、Ｃn′Ｆ2n′+1であり、ｎ′が、１～１０である。）
　からなる群より選ばれる少なくとも一つであることを特徴とする請求項１記載の電解液
。
【請求項９】
　正極シート、負極シート、前記正極シートと前記負極シートとの間に配置されるセパレ
ータ、電解液を含むリチウムイオン電池であって、
　前記電解液が、請求項１～８の何れか１項に記載の電解液であることを特徴とするリチ
ウムイオン電池。
【請求項１０】
前記負極シートは、シリコン系負極材料を含むことを特徴とする請求項９記載のリチウム
イオン電池。
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